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学
園
と
大
学
の
組
織
一
本
化

を
目
指
し
、
豊
田
市
八
草
町
の

大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
・
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
西
側
に
建
設
さ
れ
て
い

た
新
「
本
部
棟
」
が
完
成
、
一

月
二
十
四
日
午
前
十
時
か
ら
一

階
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
前
で
テ
ー
プ

カ
ッ
ト
な
ど
の
オ
ー
プ
ン
セ
レ

モ
ニ
ー
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。 

 

式
典
で
は
、
後
藤
淳
理
事
長

が
組
織
統
合
な
ど
本
部
棟
建
設

の
狙
い
や
建
設
の
経
緯
を
説
明

し
た
あ
と
、
後
藤
理
事
長
、
後

藤
泰
之
学
長
ら
が
テ
ー
プ
カ
ッ

ト
し
て
完
成
を
祝
い
ま
し
た
。 

 

学
園
本
部
と
大
学
総
務
課
の

引
っ
越
し
作
業
は
二
月
十
二
日

 

二
〇
〇
七
年
仕
事
始
め
の
一

月
六
日
、
後
藤
淳
学
園
理
事
長

と
後
藤
泰
之
愛
知
工
業
大
学
学

長
が
恒
例
の
「
年
頭
の
あ
い
さ

つ
」
を
行
い
、
大
学
全
入
時
代

や
少
子
化
な
ど
、
私
学
経
営
が

厳
し
さ
を
増
す
中
「
教
職
員
は

危
機
意
識
を
持
っ
て
知
恵
を
出

し
合
い
、
的
確
な
取
り
組
み
で

学
園
・
大
学
を
将
来
あ
る
も
の

大
学
全
入
・
少
子
化
…
…
教
職
員
全
員
が
危
機
意
識
持
っ
て
乗
り
切
ろ
う 

 

鳥
居
名
電
高
教
諭
に 

 

後
藤
鉀
二
賞
を
授
与 

 

故
後
藤
鉀
二
前
理
事
長
の
功

績
を
讃
え
、
学
園
の
発
展
や
教

育
・
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
振
興
に

寄
与
し
た
教
職
員
ら
を
顕
彰
す

る
「
後
藤
鉀
二
賞
」
の
授
賞
式

が
命
日
の
一
月
二
十
二
日
、
学

園
本
部
棟
五
階
会
議
室
で
行
な

わ
れ
ま
し
た
。
平
成
十
八
年
度

の
受
賞
者
は
愛
工
大
名
電
高
校

の
鳥
居
一
平
教
諭
（
48

）
で
、

後
藤
淳
理
事
長
か
ら
賞
状
な
ど

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。 

 

授
賞
式
で
は
ま
ず
、
後
藤
理

事
長
が
鳥
居
教
諭
の
経
歴
な
ど

を
詳
し
く
紹
介
し
た
あ
と
、
連

日
遅
く
ま
で
生
徒
た
ち
を
熱
心

に
指
導
し
、
デ
ザ
イ
ン
選
手
権

で
文
部
科
学
大
臣
賞
、
パ
ソ
コ

ン
コ
ン
ク
ー
ル
で
グ
ラ
ン
プ
リ

を
獲
得
す
る
な
ど
、
「
Ｉ
Ｔ
の

名
電
」
の
名
を
全
国
に
と
ど
ろ

か
せ
た
業
績
を
讃
え
ま
し
た
。

鳥
居
教
諭
は
「
皆
さ
ん
の
協
力

が
あ
っ
て
で
き
た
こ
と
」
な
ど

と
謝
辞
を
述
べ
た
あ
と
、
前
理

事
長
の
遺
影
前
で
記
念
写
真
に

収
ま
り
ま
し
た
。 

 
 

 

「
厳
し
い
時
代
」
へ
の
自
覚
求
め
る 

 
 

理
事
長
、
学
長
が
年
頭
の
あ
い
さ
つ 

に
完
了
、
翌
十
三
日
か
ら
通
常

業
務
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。 

 

本
部
棟
一
階
は
学
園
本
部
総

務
課
・
人
事
課
、
総
合
企
画
本

部
、
そ
れ
に
大
学
事
務
局
総
務

課
、
二
階
は
学
園
の
管
理
部
と

財
務
部
で
、
三
階
は
理
事
長

室
、
学
長
室
、
副
学
長
室
、
事

務
局
長
室
、
会
議
室
な
ど
と

な
っ
て
い
ま
す
。 

 

従
来
の
大
学
本
部
棟
、
第
二

本
部
棟
の
名
称
は

未
定
で
す
が
、
今

回
完
成
し
た
建
物

を
「
本
部
棟
」
と

呼

び

ま

す
。
ま

た
、
組
織
の
一
本

化
は
こ
と
し
四
月

に
行
な
わ
れ
る
予

定
で
す
。 

新
本
部
棟
が
完
成
し
オ
ー
プ
ン
セ
レ
モ
ニ
ー 

に
し
て
ほ
し
い
。
改
革
は
、
も

う
待
っ
た
な
し
の
状
況
に
な
っ

て
い
る
」
な
ど
と
、
厳
し
い
時

代
の
自
覚
を
求
め
ま
し
た
。 

 

後
藤
理
事
長
は
午
前
九 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 

時
か
ら
中
学
・
高
校
の
合
同
職

員
会
議
、
午
前
九
時
三
十
分
か

ら
学
園
職
員
、
ま
た
午
前
十
一

時
か
ら
は
大
学
教
職
員
に
訓

示
。
後
藤
学
長
も
大
学
で
理
事

長
に
続
い
て
教
職
員
に
年
頭
の

あ
い
さ
つ
を
し
ま
し
た
。 

 

あ
い
さ
つ
で
は
理
事
長
、
学

長
と
も
私
学
経
営
、
特
に
大
学

の
厳
し
い
現
状
に
触
れ
、
「
全

入
時
代
」
を
乗
り
切
る
た
め
に 

入
試
制
度
の
改
革
を
進
め
る
と

と
も
に
、
学
部
・
学
科
の
再
編

や
高
大
連
携
の
推
進
な
ど
に
よ

り
、
学
び
た
い
学
生
を
確
保
す

る
た
め
の
取
り
組
み
を
積
極
的

に
展
開
す
る
必
要
性
を
強
調
。

そ
の
た
め
の
教
職
員
の
協
力
と

自
覚
、
さ
ら
な
る
努
力
を
要
請

し
ま
し
た
。
（
「
年
頭
の
あ
い

さ
つ
」
詳
報
は
２
面
に
） 

㊤
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
す
る
後
藤
理
事
長
（
中
央
）
と

後
藤
学
長
（
右
）
㊦
完
成
し
た
本
部
棟 

遺影の前で記念写真 

後藤理事長の「年頭のあいさつ」を聞く学園職員 



平成19年２月25日（２） 第129号 学 園 だ よ り 

 設置校 卒業（園）式 入学（園）式 

名古屋電気学園 

大  学 
３月23日（金）午前10時 

 会場・鉀徳館 

４月２日（月）午前10時 

 会場・鉀徳館 

専門学校 
３月15日（木）午前10時 

 会場・４階大教室  

４月９日（月）午前10時 

 会場・４階大教室 

高  校 
３月１日（木）午前９時 

 会場・喬徳館 

４月６日（金）午前９時 

 会場・喬徳館 

中  学 
３月16日（金）午前10時 

 会場・愛名館 

４月６日（金）午前10時 

 会場・愛名館 

専門学校 
３月16日（金）午前10時 

 会場・４階製図室 

４月10日（火）午前10時 

 会場・４階製図室 

幼 稚 園 
３月17日（土）午前10時 

 会場・遊戯室 

４月７日（土）午前10時 

 会場・遊戯室 

愛 和 学 園  

 

皆
さ
ん
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
本
学
を
取
り
巻
く
状
況
が
こ
と
し
の
お
正
月
の
よ
う
に

穏
や
か
で
あ
れ
ば
い
い
の
で
す
が
、
ご
承
知
の
よ
う
に
非
常
に
厳
し
く
、
学
生
を
安
定
的
に
確
保
す
る
の
は

段
々
困
難
な
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
昨
年
十
一
月
に
入
試
本
部
を
設
置
し
、
入
試
に
関
す
る
抜
本

的
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。
十
九
年
度
入
試
は
す
で
に
始
ま
っ
て
い
ま
す
の
で
二
十
年
度
に
向
け
、
優

秀
な
学
生
を
ス
ム
ー
ズ
に
集
め
る
た
め
の
方
策
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
大
学
院
の
充
実
と
院
生
の
増

加
、
こ
れ
は
是
非
こ
と
し
実
現
さ
せ
た
い
と
思
い
ま
す
。
名
電
高
校
と
の
七
カ
年
一
貫
教
育
も
ス
タ
ー
ト
し
ま

す
が
、
こ
と
し
は
犬
山
高
校
と
行
な
っ
て
い
る
よ
う
な
高
大
連
携
を
も
っ
と
積
極
的
に
拡
大
し
て
い
く
計
画
で

す
。
工
学
や
ビ
ジ
ネ
ス
、
情
報
と
い
う
も
の
に
興
味
を
持
つ
生
徒
を
受
け
入
れ
、
立
派
に
育
て
て
送
り
出
す
の

が
本
学
の
使
命
で
も
あ
り
ま
す
の
で
、
新
年
度
か
ら
工
業
、
商
業
高
校
な
ど
を
回
り
連
携
の
お
話
を
進
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
先
生
方
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 

教
育
に
関
し
て
は
、
「
学
力
の
二
極
化
」
に
対
応
す
る
た
め
、
分
か
り
や
す
い
授
業
、
興
味
を
持
ち
や
す

い
授
業
、
学
び
や
す
い
制
度
と
い
う
取
り
組
み
を
続
け
て
き
ま
し
た
。
今
後
は
、
社
会
の
状
況
や
ニ
ー
ズ
、
社

会
に
出
て
実
践
的
に
活
躍
で
き
る
学
生
を
育
て
る
…
こ
う
し
た
実
態
に
即

し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
検
討
し
て
い
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
社
会
の

状
況
や
受
験
生
の
動
向
な
ど
を
よ
く
検
討
し
て
学
科
・
専
攻
を
再
編
し
、

二
十
一
年
度
に
は
工
学
部
と
、
情
報
科
学
部
・
経
営
学
部
（
い
ず
れ
も
仮

称
）
の
三
学
部
体
制
に
す
る
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
大
学
改
革
を
進
め

て
い
く
上
で
、
現
状
は
ま
さ
に
「
待
っ
た
な
し
」
だ
と
い
え
る
で
し
ょ

う
。
教
職
員
が
力
を
あ
わ
せ
、
様
々
な
取
り
組
み
を
、
積
極
的
に
行
な
わ

な
け
れ
ば
、
こ
の
状
況
は
乗
り
切
れ
ま
せ
ん
。
元
気
の
あ
る
愛
工
大
を
取

り
戻
す
た
め
に
、
ま
す
ま
す
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 

「
助
教
授
」
を
四
月
か
ら 

 

「
准
教
授
」
と
呼
称
変
更 

 

学
校
教
育
法
の
一
部
改
正
に
合

わ
せ
、
愛
工
大
も
四
月
一
日
か
ら

従
来
の
「
助
教
授
」
の
呼
称
を
、

「
准
教
授
」
と
変
更
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
教
授
、
講
師
の
名

称
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

中
央
教
育
審
議
会
の
「
大
学
の

教
員
組
織
の
在
り
方
に
関
す
る
検

討
委
員
会
」
が
平
成
十
六
年
十
一

設置校の卒業・入学式日程決まる 名古屋電気学園と姉妹学園・

愛和学園は、各設置校の平成18年度卒業（園）式と平成19年度入学（園）式の

日程・会場を下表のように決定しました。卒業式は３月１日の愛工大名電高校

が例年通り一番早く、最終は３月23日の愛工大。また入学式は、４月２日の愛

工大がトップで、10日までほぼ１週間にわたって順次開催されます。 

理事長 「全員で学園の未来像描け」 
 

学 長 「改革の推進は待ったなし」 

月
に
「
准
教
授
」
ポ
ス
ト
新
設
を

柱
と
す
る
改
革
案
を
ま
と
め
、
文

部
科
学
省
が
こ
れ
を
受
け
て
学
校

教
育
法
を
一
部
改
正
し
た
こ
と
に

伴
う
措
置
で
、
愛
工
大
も
「
教
員

選
考
に
関
す
る
規
程
」
を
一
部
改

訂
し
ま
し
た
。
助
教
授
の
職
務
規

程
が
実
態
に
そ
ぐ
わ
な
い
上
、
名

称
が
国
際
的
に
通
用
し
て
い
な
い

と
い
う
の
が
、
中
教
審
の
「
准
教

授
」
ポ
ス
ト
新
設
の
理
由
で
す
。 

 

皆
さ
ん
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
正
月
は
い
い
お
天

気
続
き
で
、
こ
と
し
は
こ
ん
な
感
じ
で
進
む
と
い
い
な
あ
と
思
っ
て
い
ま

し
た
が
、
仕
事
始
め
は
一
転
、
雨
に
変
わ
り
「
厳
し
い
年
明
け
」
を
実
感

し
て
い
ま
す
。
学
園
本
部
が
豊
田
市
の
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
へ
移
転
す
る
の

は
、
大
学
を
中
心
に
据
え
て
学
園
全
体
を
考
え
て
い
く
た
め
で
す
。
当

面
、
学
園
・
大
学
の
二
つ
の
事
務
局
で
仕
事
を
し
ま
す
が
、
四
月
に
は
一

つ
の
組
織
に
統
合
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

こ
と
し
は
、
大
学
の
「
二
〇
〇
七
年
問
題
」
、
い
わ
ゆ
る
「
全
入
時

代
」
と
ま
と
も
に
向
か
い
合
う
と
い
う
、
大
変
な
時
代
が
待
ち
受
け
て
い

ま
す
。
若
い
人
た
ち
の
理
工
学
部
離
れ
と
少
子
化
傾
向
の
中
で
、
学
生
を
安
定
的
に
確
保
す
る
に
は
ど
う
取
り

組
む
か
が
重
要
な
課
題
で
す
。
名
古
屋
電
気
学
園
に
は
大
学
、
専
門
学
校
、
高
校
、
中
学
が
あ
り
、
校
名
の
頭

に
す
べ
て
「
愛
知
工
業
大
学
」
を
つ
け
た
の
は
、
学
園
の
教
育
は
、
最
後
は
す
べ
て
大
学
に
収
斂
（
し
ゅ
う
れ

ん
）
す
る
と
い
う
方
針
で
や
っ
て
き
た
か
ら
で
す
。
中
高
一
貫
教
育
、
高
大
連
携
な
ど
は
す
べ
て
、
高
校
か
ら

大
学
へ
進
む
際
、
対
応
す
る
学
部
関
係
で
何
を
教
え
る
か
、
生
徒
が
興
味
を
持
つ
こ
と
は
何
か
、
な
ど
を
正
し

く
理
解
す
る
こ
と
が
目
的
で
す
。
大
変
な
時
代
を
乗
り
切
る
た
め
に
は
、
「
こ
う
い
う
こ
と
は
上
の
方
で
考
え

る
か
ら
い
い
よ
」
で
は
な
く
、
皆
さ
ん
の
若
い
力
、
情
報
を
も
と
に
「
こ
ん
な
の
が
い
い
じ
ゃ
な
い
か
」
「
こ

う
し
て
い
こ
う
」
な
ど
、
学
園
の
将
来
像
を
皆
さ
ん
で
描
き
出
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
あ
の
ト
ヨ
タ
自

動
車
は
、
す
べ
て
計
算
通
り
に
三
日
間
で
引
っ
越
し
を
完
了
し
ま
し
た
。
学
園
職
員
も
、
本
部
移
転
だ
け
で
な

く
、
学
園
の
将
来
に
つ
い
て
も
知
恵
を
出
し
、
し
っ
か
り
計
画
を
立
て
て
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。
学
生
・
生
徒

諸
君
が
若
い
活
力
を
ど
ん
ど
ん
発
散
で
き
る
よ
う
に
、
ま
た
元
気
で
活
動
や
語
ら
い
が
で
き
る
雰
囲
気
を
つ
く

る
こ
と
が
、
今
後
の
課
題
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
努
力
に
期
待
し
て
い
ま
す
。 

愛知工業大学 

後藤 泰之・学長 

名古屋電気学園 

後藤 淳・理事長 



（３）平成19年２月25日 学 園 だ よ り 第129号 

 エココン・ソーラーカー部門で銅賞 
  山梨県が主催する平成18年度の「環境日本一エコエネルギーコンテス 

 ト」（昨年11月19日・甲府市「アイメッセ山梨」）で、エコカー部門に 

 参加した愛工大工学部電力システム研究室の“ＡＩＴ・ＰＳ－Ｌａｂ” 

 号（写真）が３位に入り、銅賞を獲得しました。太陽光は無尽蔵なエコ 

 エネルギーですが、夜間や天候など条件によって供給が大きく左右され 

 るという、不安定な要素もあわせ持っています。コンテストは、自作で 

 しかも完全に自動化された太陽光発電による車（自律型ソーラーカー）を使い、全長15.6㍍のコース 

 内に設けられた「朝日」「夕日」「曇り日」など、障害ゾーンをクリアしてゴー 

 ルを目指すライン・トレース競技です。障害クリアのプログラミングが難しく、 

 レース途中でストップする車が続出、出場17チームのうち完走は３台でした。 

“絵の出る風車”がＣＶＧＣ奨励賞に 
  大学生の豊かな感性とユニークなアイデアなどを活かし、事業化や起業家に挑 

 戦していくベンチャー創出の手助けをしようと、キャンパスベンチャーグランプ 

 リ（ＣＶＧ）実行委員会などの共催で開かれた第４回ＣＶＧ2006の中部地区大会 

 （ＣＶＧＣ）で、愛工大から出品された２点が奨励賞と努力賞に選ばれました。 

  奨励賞に選ばれたのは、工学部電力システム工学研究室の「絵の出るＬＥＤ風 

 車」（写真㊤＝環境・健康・福祉部門）。また、努力賞は環境適応ロボット研究 

 室の「パイプ点検ロボット」（写真㊦＝ニュービジネス部門）。「絵の 

 出る風車」は、風車の回転とＬＥＤ（発光ダイオード）の点滅制御によ 

 り、風車の表面に“残像”として様々な文字や画像を表示します。愛知 

 万博期間中、長久手会場に展示されてモリゾー・キッコロの画像を表示 

 しました。また「パイプ点検ロボット」は災害時、土砂などに埋まった 

 被災者を小さなすき間から発見して救助作業につなげるロボット。愛知 

 万博でも紹介されており、最新型は垂直管の進入・捜索もできます。 

他
大
学
単
位
互
換
履
修
生
用
に
二
科
目
開
設 

酒
井
教
授
に
日
本
分
析
化
学
会
賞 

 
 

院
生
の
谷
口
君 

Ｉ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
支
部
学
生
奨
励
賞
受
賞 

 
 

愛
工
大
工
学
部
応
用
化
学
科

の
酒
井
忠
雄
教
授
が
発
表
し
た

論
文
「
機
能
性
試
薬
を
用
い
る

フ
ロ
ー
イ
ン
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
分

析
」
が
こ
の
ほ
ど
、
日
本
分
析

化
学
会
（
小
泉
英
明
会
長
）
の

二
〇
〇
六
年
度
学
会
賞
に
選
ば

れ
ま
し
た
。
今
回
の
受
賞
は
酒

井
教
授
ら
三
氏
で
、
学
会
に
よ

る
と
学
会
賞
は
、
学
会
正
会
員

で
貴
重
な
研
究
成
果
を
論
文
な

ど
で
発
表
し
た
人
の
中
か
ら
、

特
に
優
れ
た
内
容
の
研
究
に
対

し
て
贈
ら
れ
ま
す
。 

 

ま
た
、
大
学
院
工
学
研
究
科

博
士
前
期
課
程
電
気
電
子
工
学

専
攻
一
年
・
谷
口
謙
悟
君
は
、

平
成
十
八
年
度
電
気
関
係
学
会

東
海
支
部
連
合
大
会
で
発
表
し

た
論
文
「
天
気
図
お
よ
び
十
分

値
気
象
デ
ー
タ
を
用
い
た
風
速

変
動
予
測
」
で
Ｉ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
（
ア

イ
ト
リ
プ
ル
イ
ー
＝
電
気
電
子

学
会
）
名
古
屋
支
部
の
学
生
奨

励
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
Ｉ
Ｅ

Ｅ
Ｅ
は
、
ア
メ
リ
カ
に
本
部
を

持
つ
電
気
・
電
子
技
術
の
学
会

で
、
米
国
最
大
の
団
体
。 

 
院
生
の
貝
沼
君
も 

 
電
気
学
会
論
文
賞 

  

大
学
院
工
学
研
究
科
博
士
前

期
課
程
電
気
電
子
工
学
専
攻
二

年
・
貝
沼
佳
宏
君
も
、
電
気
関

係
学
会
東
海
支
部
連
合
大
会
で

論
文
「
マ
イ
ク
ロ
風
力
発
電
へ

導
入
し
た
極
数
変
換
型
発
電
機

の
実
験
的
検
討
」
を
発
表
、
電

気
学
会
優
秀
論
文
発
表
賞
Ｂ
賞

を
受
賞
し
ま
し
た
。 

 

愛
知
学
長
懇
話
会
（
四
年
制

四
十
九
大
学
参
加
）
の
取
り
ま

と
め
に
よ
る
単
位
互
換
講
義

で
、
愛
知
工
業
大
学
が
平
成
十

九
年
度
に
開
設
す
る
「
他
大
学

単
位
互
換
履
修
生
用
科
目
」
は

下
表
の
二
科
目
と
決
ま
り
ま
し

た
。
愛
知
県
内
の
四
年
制
大
学

で
学
ぶ
学
生
な
ら
、
誰
で
も
単

位
取
得
が
可
能
で
、
愛
工
大
の

時期 履修条件 科目名 担当 開講時間 

前期 ３年生以上 マーケティング戦略論 長谷川 博・経営情報科学部教授 火曜日２時限 

後期 ４年生 情報通信網Ⅱ 中村 栄治・工学部助教授（４月から准教授） 金曜日２時限 

◇他大学単位互換履修生用開設科目一覧◇ 

教室 

11号館401教室 

８号館205教室 

開
設
講
義
は
前
期
、
後
期
各
一

科
目
、
単
位
は
い
ず
れ
も
二
単

位
、
募
集
定
員
は
若
干
名
と

な
っ
て
い
ま
す
。 

 

「
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略

論
」
は
二
回
の
中
間
試
験
と
定

期
試
験
、
「
情
報
通
信
網
Ⅱ
」

は
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
小
テ
ス

ト
、
期
末
テ
ス
ト
、
レ
ポ
ー
ト

な
ど
に
よ
り
評
価
し
ま
す
。 



学 園 だ よ り 第129号 平成19年２月25日（４） 

講座名 定員 ガイダンス 
申し込み 

期  間 
開講期間 

開講日数 

・コマ数 
受講料 

初級システムアドミニストレータ（秋季試験対策） 60 ４月23日 ～５月24日 ５月31日～10月18日 24日・54 40,000円 

基本情報技術者（秋季試験対策） 60 ４月16日 ～４月24日 ４月26日～10月18日 27日・56 67,000円 

マルチメディア検定（２・３級） 40 ４月19日 ～５月８日 ５月15日～６月21日 12日・24 38,000円 

パソコン総合基礎（パソコン検定４級対策） 30 ４月18日 ～５月２日 ５月９日～６月１日 ８日・16 14,000円 

MOS試験Word 30 ７月13日 ～９月22日 ９月29日～10月27日 ４日・12 14,000円 

MOS試験Excel 30 10月３日 ～11月９日 11月17日～12月８日 ４日・12 14,000円 

MCP（マイクロソフト認定技術者） 10 ６月13日 ～７月23日 ８月20日～８月28日 ７日・28 65,000円 

TOEIC（前期） 30 ４月16日 ～５月１日 ５月８日～７月６日 18日・18 27,000円 

TOEIC（夏季集中） 30 ７月６日 ～７月28日 ８月20日～８月29日 ８日・16 26,000円 

工業英語検定（３級） 30 ７月17日 ～９月21日 ９月28日～11月９日 12日・24 27,000円 

CAD利用技術者試験２級（前期） 80 ４月20日 ～５月11日 ５月15日～６月15日 10日・20 30,000円 

CAD利用技術者試験２級（後期） 80 ７月17日 ～９月29日 10月５日～11月16日 10日・20 30,000円 

CAD利用技術者試験１級（建築・前期） 40 ４月10日 ～４月20日 ４月23日～６月13日 15日・30 45,000円 

CAD利用技術者試験１級（機械・前期） 40 ４月10日 ～４月21日 ４月24日～６月15日 15日・30 45,000円 

CAD利用技術者試験１級（建築・後期） 40 ６月20日 ～８月７日 ９月３日～11月12日 15日・30 45,000円 

CAD利用技術者試験１級（機械・後期） 40 ６月20日 ～８月７日 ９月21日～11月16日 15日・30 45,000円 

３次元CAD利用技術者試験 40 ７月11日 ～９月22日 ９月28日～12月７日 18日・36 49,000円 

宅地建物取引主任者・管理業務主任者W試験対策 50 ４月17日 ～５月10日 ５月15日～11月28日 32日・70 81,000円 

宅地建物取引主任者 50 ４月17日 ～５月10日 ５月15日～10月16日 20日・46 54,000円 

管理業務主任者（宅地建物取引主任者受験経験者対象） 50 ４月17日 ～10月２日 10月23日～11月28日 12日・24 30,000円 

２級建築士 50 ６月14日 ～９月20日 ９月27日～12月４日 25日・48 30,000円 

福祉住環境コーディネーター（２・３級） 50 ４月18日 ～５月10日 ５月18日～７月６日 15日・30 30,000円 

色彩能力検定（２・３級） 50 ５月30日 ～６月20日 ６月27日～11月７日 10日・20 40,000円 

インテリアコーディネーター 50 ４月16日 ～５月８日 ５月14日～10月１日 28日・56 52,000円 

電気主任技術者（第３種） 50 ４月13日 ～４月25日 ４月27日～７月27日 13日・26 25,000円 

危険物取扱者（甲種） 50 ５月24日 ～６月12日 ６月19日～７月３日 ５日・５ 7,000円 

危険物取扱者（乙種４類） 50 ７月10日 ～９月20日 ９月25日～10月４日 ４日・４ 6,000円 

CGエンジニア検定（２・３級） 50 ７月12日 ～９月25日 10月２日～11月20日 12日・24 36,000円 

公務員 50 ４月25日 ～５月23日 ５月30日～３月19日 62日・134 90,000円 

ファイナンシャル・プランナー３級FP技能士 50 ４月24日 ～５月10日 ５月15日～９月４日 16日・32 27,000円 

日商簿記３級試験対策講座 50 
４月27日・ 

７月24日 
～８月７日 ９月21日～11月16日 15日・30 25,000円 

平
成
19
年
度
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
講
座
一
覧 

 学生の資格取得とスキルアップを支援する大学エクステンションセ

ンター平成19年度講座の日程、ガイダンス日などが、下表の通り決ま

りました。申し込み期間は「ガイダンス日の翌日」からで、最下段の日商簿記は「初回ガイダンスの翌日」です。 

 

大
学
鉀
徳
館
の
企
業
展
に 

 

 
延
べ
三
千
二
百
余
人
参
加 

 
企
業
の
人
事
担
当
者
か
ら
直

に
話
を
聞
き
、
大
学
生
ら
に
就

職
活
動
の
参
考
に
し
て
も
ら
お

う
と
、
学
園
の
支
援
団
体
「
学

校
法
人
名
古
屋
電
気
学
園
愛
名

会
」
の
加
盟
四
百
八
社
が
参
加

し
た
「
平
成
十
九
年
学
内
企
業

展
」
が
二
月
二
十
日
と
二
十
一

日
、
大
学
の
講
堂
兼
体
育
館
・

鉀
徳
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。 

 

二
日
間
と
も
午
前
と
午
後
の

部
に
分
か
れ
、
計
四
回
で
大
学

三
年
生
を
主
体
に
大
学
院
博
士

前
期
課
程
一
年
生
、
各
設
置
校

の
学
生
ら
延
べ
三
千
二
百
五
十

人
が
情
報
収
集
に
精
を
出
し
ま

し
た
。
一
般
企
業
の
参
加
に
よ

る
学
内
企
業
展
は
三
月
六
、
七

日
、
Ａ
Ｉ
Ｔ
プ
ラ
ザ
一
階
ホ
ー

ル
で
開
か
れ
る
予
定
で
す
。 

19年度は26種31講座を開講 

鉀徳館内の「会社コーナー」で説明を聞く学生たち 



学 園 だ よ り 第129号 （５）平成19年２月25日 

 長谷部投手がアジア大会“銀”を後藤学長に報告  

   カタールのドーハで開かれた第15回アジア競技大会野球競技（昨 

  年11月29日～12月７日）で準優勝した日本チームの長谷部康平投手 

  （経営情報科学部３年）が12月14日午後、奥田好弘・大学野球部監 

  督とともに後藤泰之学長と会い、“銀”獲得の報告をしました＝写 

  真。中部地区の大学からただ１人、日本チームのメンバーに選ばれ 

  た長谷部投手から銀メダルを見せられた後藤学長は、メダルを手に 

  とって重さや大きさを確かめたあと、「金にもう少しの所までいったのに、残念でしたね」と、大 

  会での日本チームの健闘ぶりを讃えました。 

   大会で日本チームは、１回戦 17－２フィリピン、２回戦 10-７ 韓国、３回戦 16－０ 中国と勝 

  ち進み、準決勝も ６－０ でタイに勝ちましたが、決勝はチャイニーズ・タイペイに ７－８ でサ 

  ヨナラ負けを喫し、金メダル獲得はなりませんでした。長谷部投手は、フィリピン戦で３番手(１ 

  回)、韓国戦で２番手(３分の２回)としてマウンドにあがっています。 

 中部日本学生スキー選手権で愛工大が念願のＶ10 
   長野県白馬村の岩岳スキー場で開かれた第52回中部日本学生ス 

  キー選手権（１月22日～24日）で、愛工大チームは男子１部総合 

  で念願の10連覇を果たしました。スーパー大回転で１～３位を独 

  占、回転・大回転でも２～３位に入るなど層の厚さを見せつけ、 

  アルペン３種目でポイントを稼いでＶ10を手中にしました。愛工 

  大選手の主な順位は次の通り（氏名のあとのカッコ内は学年）。 
  ▽アルペン 

   【回転】（コース全長646㍍、標高差158㍍、最大斜度43.9度、旗門46） 

     ②三浦健太郎（４）③丹羽紹元（４）⑤稲垣正織（３）⑥冨田圭祐（２） 

   【大回転】（コース全長1192㍍、標高差276㍍、最大斜度43.9度、旗門34） 

     ②稲垣正織③三浦健太郎⑤冨田圭祐⑥此尾亮祐（２） 

   【スーパー大回転】（コース全長1192㍍、標高差276㍍、最大斜度43.9度、旗門23） 

     ①稲垣正織②前田眞和（１）③三浦健太郎⑥丹羽紹元 

   ▽ノルディック  

   【リレー】（４×３㌔㍍）③愛工大《服部友貴・前田眞和・鈴木友形（３）・金井素直（３）》 

   【クロスカントリー・10㌔クラシカル】⑤服部友貴（２） 

   【クロスカントリー・10㌔フリー】⑥服部友貴 

   【複合】⑤服部友貴 

ス
ー
パ
ー
大
回
転
優
勝
の
稲
垣
選
手 

 高校部活は“学園表彰”ラッシュ 
   全国レベルの大会で活躍した愛工大名電高校の運動・文化関係クラブなどに対する学園表彰が、 

  １月は４件に上り、高校校長室や多目的ホールで表彰式が行 

  なわれました。 

   【吹奏楽部】第19回全日本マーチングコンテスト・パレー 

     ドコンテストの部金賞（顧問：梶山宇一教諭・伊藤宏 

     樹教諭、部員73人） 

   【情報学科情報デザインコース】第13回全国高校デザイン 

     選手権文部科学大臣賞、第４回全国高校パソコンコン 

     クール・デジタルコンテンツ部門グランプリ（指導教 

     員：鳥居一平教諭・中山智明教諭、生徒：岡田陽介君 

     ・高山舞菜さん・中島宏美さん・谷幸一郎君） 

    ☆１月９日午後２時30分から、高校２階多目的ホールで表彰式が行なわれました。吹奏楽部員 

     と情報学科情報デザインコースの３人を前に、後藤淳・学園理事長がその活躍ぶりを讃えた 

     あと、吹奏楽部の代表と情報デザインコースの３人に表彰状などを贈りました。  

   【ボウリング部】第13回全国高校対抗ボウリング選手権優勝（顧問：西三男教諭・中根文彦教諭､ 

     生徒：前田優作君・今野裕貴君） 

   【スキー部】第56回全国高校スキー大会に２選手出場（顧問：小島勉教諭・國廣祐子教諭） 

    ☆１月23日午後零時30分すぎから、高校校長室で表彰式が行なわれました。後藤理事長が好成 

     績を讃え、試合内容などについて質問したりしたあと、表彰状などを贈りました。 

後藤理事長から表彰される情報学科の３人 



平成19年２月25日（６） 学 園 だ よ り 第129号 

 

教
育
界
に
と
っ
て
問
題
の
大

学
全
入
時
代
「
二
〇
〇
七
年
」

が
い
よ
い
よ
始
ま
り
ま
し
た
▼

「
お
め
で
と
う
」
の
余
裕
な
ど

な
い
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、

と
り
あ
え
ず
ち
ょ
っ
と
遅
め
の

「
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
」
▼
少
子
化
、
理
工

離
れ
、
国
立
大
学
法
人
の
頑
張

り
と
い
っ
た
状
況
の
中
で
、
私

学
の
ど
ん
な
対
策
が
効
果
を
上

げ
て
い
く
の
で
し
ょ
う
か
▼
現

状
を
正
し
く
分
析
し
、
将
来
を

展
望
し
た
中
長
期
の
対
策
を
立

て
な
け
れ
ば
、
「
存
亡
を
懸
け

た
」
競
争
に
勝
つ
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
▼
自
分
た
ち
に
都
合
の

い
い
情
報
だ
け
を
も
と
に
、
ど

ん
な
立
派
な
対
策
を
講
じ
よ
う

と
、
所
詮
、
落
と
し
穴
に
落
ち

る
だ
け
で
す
▼
少
子
化
で
入
試

は
、
学
校
が
学
生
・
生
徒
を
選

ぶ
た
め
の
手
段
で
な
く
、
学

生
・
生
徒
が
学
校
を
選
ぶ
も
の

へ
と
変
質
し
つ
つ
あ
り
ま
す
▼

教
育
力
、
研
究
力
、
指
導
力
な

ど
、
教
育
の
「
原
点
」
に
立
ち

帰
っ
て
選
ば
れ
る
学
校
を
目
指

さ
ね
ば
、
将
来
の
展
望
は
開
け

ま
せ
ん
▼
六
年
間
、
本
欄
を
担

当
し
た
編
集
子
は
こ
と
し
定
年

を
迎
え
、
三
月
末
で
退
職
し
後

任
と
交
代
し
ま
す
▼
長
年
に
わ

た
る
ご
愛
読
を
感
謝
し
つ
つ
、

ペ
ン
を
置
き
ま
す
（
柳
） 

 訓練成功で校内放送システム「オン」 

 平成16年度の「産学連携構想」に選定された「地震

情報活用と防災拠点形成による地域防災力向上技術開

発」では、拠点施設「愛工大地域防災研究センター」

（センター長・正木和明都市環境学科教授）を中心

に、愛知県三河・尾張地区の約40企業、50地点をネッ

トワークで結び、気象庁の地震速報を活用した防災力

向上のための研究が続いています。昨年12月14日に

は、全国の大学としてははじめての地震避難訓練が実

施され、約3200人の学生・教職員らが参加（写真㊨）

し、成果を収めました。これを受けてことし２月１日

には、地震速報システムと大学内の防災放送システム

が接続され、後藤泰之学長が放送用アンプのスイッチ

を「オン」にしました（写真㊧）。 
 緊急地震速報：気象庁が地震発生をキャッチすると、地

域防災研究センターに震源とマグニチュード速報が送られ

てきます。この速報をセンター内のシステムが解析、大学

所在地で“震度５弱”以上の揺れが予想された場合、ネッ

トワークで結ばれた企業に情報を伝える一方、大学内では

サイレンや防災放送が自動的に起動します。 

文科省選定の大学研究プロジェクトが本格化 
 愛工大が文部科学省の採択、選定を受け産・官・学連携で進

めている２つの研究プロジェクトがいよいよ本格化します。 

地
域
防
災
力
向
上
の
技
術
開
発 

次
世
代
型
電
力
供
給
シ
ス
テ
ム 

 

平
成
十
八
年
度
の
「
社
会
連

携
研
究
推
進
事
業
」
に
採
択
さ

れ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
マ
イ
ク

ロ
グ
リ
ッ
ド
導
入
に
よ
る
次
世

代
型
電
力
供
給
シ
ス
テ
ム
の
開

発
」
（
代
表
・
一
柳
勝
宏
電
気

学
科
教
授
）
で

は
、
関
連
施
設

の
建
設
が
順
調

に

進

ん

で

お

り
、
総
合
技
術

研
究
所
前
と
食

堂
横
に
発
電
用

風
車
が
姿
を
現

し
ま
し
た
（
写

真
㊨
）
。
ま
た
12

号
館
屋
上
に

は
、
二
月
二
十
日
す
ぎ
ま
で
に

太
陽
光
発
電
用
の
パ
ネ
ル
一
基

が
増
設
さ
れ
、
計
二
基
と
な
り

ま
し
た
（
写
真
㊧
㊤
）
。
こ
の

風
車
と
太
陽
光
パ
ネ
ル
各
二
基

に
よ
っ
て
発
電
し
た
電
力
を
、

12

号
館
内
の
サ
ー
バ
ー
室
と
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
室
で
制
御
・
観
察

し
な
が
ら
安
定
供
給
に
関
す
る

デ
ー
タ
を
集
め
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。 

 

こ
れ
ら
四
つ
の
装
置
（
計
三

十
二
㌔
㍗
）
と
自
家
発
電
用
施

設
、
電
力
会
社
な
ど
の
電
力
を

総
研
前
な
ど
に
発
電
用
の
風
車
が
お
目
見
え 

使
い
、
附
属
図
書
館
と
12

号
館

の
電
力
を
賄
う
計
画
で
す
。
ま

た
大
学
構
内
に
給
電
用
の
「
エ

コ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
を
設
け
、

小
型
電
気
自
動
車
（
写
真
㊧

㊦
）
を
使
っ
て
給
電
シ
ス
テ
ム

の
開
発
や
運
用
に
関
す
る
研

究
、
デ
ー
タ
収
集
な
ど
を
行
な

う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。 

 

マ
イ
ク
ロ
グ
リ
ッ
ド
＝
小
さ
な

複
数
の
発
電
設
備
を
集
約
し
、
一

定
区
域
内
に
あ
る
複
数
の
需
要
設

備
に
対
し
て
安
定
的
に
電
力
を
供

給
す
る
た
め
の
制
御
シ
ス
テ
ム 

 

高
速
道
路
用
の
大
型 

 

橋
脚
強
度
を
テ
ス
ト 

 

愛
工
大
耐
震
実
験
セ
ン
タ
ー

で
昨
年
末
、
分
割
橋
脚
の
強
度

テ
ス
ト
が
約
一
週
間
か
け
て
行

な
わ
れ
ま
し
た
（
写
真
）
。
名

古
屋
高
速
に
使
用
さ
れ
る
大
型

橋
脚
（
高
さ
三
十
㍍
、
直
径

七
㍍
、
厚
さ
七
十
五
㌢
）
を
三

分
割
し
、
運
搬
・
組
み
立
て
の

省
力
化
と
工
事
期
間
の
短
縮
を

図
る
の
が
目
的
で
す
。
五
分
の

一
に
縮
小
し
て
三
分
割
さ
れ
た

橋
脚
が
セ
ン

タ
ー
に
運
び

込

ま

れ
、
上

や
横
か
ら
加

わ
る
力
に
つ

い
て
テ
ス
ト

が
繰
り
返
さ

れ
ま
し
た
。 


